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下町のロシア料理　その２

年の振り返り

第

回

ＪＴＢ

証
憑
書
類
を
電
子
保
存

年
間
７
億
円
以
上
の
営
業
経
費
削
減

渡
辺
康
洋
著
　
　
　
　
　
　

ガ
イ
ド
　
旅
行
者
を
必
ず
満

　
　
　
　
桜
美
林
大
学
叢
書

本
気
で
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

足
さ
せ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
　
　

「蟹バレルーヤ」が
カニの魅力をＰＲ

鳥
取
県

Roomsと連携
ねっぱん！＋＋

クリップス

ＪＡＦ

嬉
野
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ド
ラ
イ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
促
進

高
野
山
デ
ジ
タ
ル
パ
ス

１
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始
日 本
ユニシス

　
老
舗
ロ
シ
ア
料
理
店
「
浅

草
マ
ノ
ス
」の
看
板
料
理
で
、

テ
レ
ビ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
へ
の

露
出
も
多
い
人
気
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
。
「
キ
ャ
ベ
ツ
ロ
ー

ル
」
だ
。

　
そ
れ
も
そ
の
ハ
ズ
。
見
た

目
ボ
リ
ュ
ー
ミ
ー
で
イ
ン
パ

ク
ト
大
、
さ
て
は
強
敵
？
と

思
い
き
や
、
い
ざ
食
べ
よ
う

と
ナ
イ
フ
を
入
れ
る
と
、
あ

ま
り
の
超
絶
軟
ら
か
さ
に
ビ

ッ
ク
リ
！
　
口
に
入
れ
た
途

端
に
溶
け
ち
ゃ
う
く
ら
い
ト

ロ
ト
ロ
な
の
に
、
煮
崩
れ
て

い
な
い
の
が
不
思
議
。

　
そ
の
ヒ
ミ
ツ
を
、
２
代
目

の
川
村
幸
也
社
長
に
伺
っ
て

み
た
。使
用
し
て
い
る
肉
は
、

こ
だ
わ
り
の
和
牛
ひ
き
肉
。

つ
な
ぎ
は
パ
ン
粉
で
な
く
お

米
だ
そ
う
。
オ
ー
ブ
ン
で
長

時
間
煮
込
ん
だ
後
、
一
晩
寝

か
せ
て
ブ
イ
ヨ
ン
を
染
み
込

ま
せ
る
と
い
う
。
そ
し
て
う

ま
味
を
タ
ッ
プ
リ
吸
っ
た
キ

ャ
ベ
ツ
ロ
ー
ル
を
、
ト
マ
ト

ピ
ュ
ー
レ
ベ
ー
ス
の
秘
伝
の

ソ
ー
ス
で
煮
込
ん
で
仕
上
げ

る
。
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
手
間
が

掛
か
っ
て
い
る
の
だ
。

　
日
本
で
は
洋
食
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
が
、
コ
レ
っ
て
実

は
「
ガ
ル
ブ
ツ
ィ
ー
」
と
呼

ば
れ
る
ロ
シ
ア
の
伝
統
料
理

な
の
だ
。
日
本
の
ロ
ー
ル
キ

ャ
ベ
ツ
の
原
型
と
言
わ
れ
る

が
、
二
つ
の
違
い
が
あ
る
。

一
つ
は
煮
込
む
前
に
フ
ラ
イ

パ
ン
な
ど
で
焼
く
工
程
が
入

る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
先
述

の
通
り
つ
な
ぎ
に
お
米
を
使

う
こ
と
で
あ
る
。

　
ガ
ル
ブ
ツ
ィ
ー
の
ル
ー
ツ

は
、
世
界
三
大
料
理
の
一
つ

ト
ル
コ
料
理
に
あ
る
ら
し

い
。
ト
ル
コ
周
辺
に
古
く
か

ら
あ
る
、
ブ
ド
ウ
の
葉
で
肉

や
米
を
包
ん
で
煮
た
「
ド
ル

マ
」
と
い
う
料
理
が
ロ
シ
ア

に
伝
わ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
で

は
寒
く
て
ブ
ド
ウ
の
栽
培
が

で
き
な
い
た
め
、
キ
ャ
ベ
ツ

を
代
用
し
た
と
い
う
。
だ
か

ら
つ
な
ぎ
が
お
米
な
の
だ
。

　
で
は
、
な
ぜ
日
本
で
は
パ

ン
粉
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
？
　
諸
説
あ
る
が
、

パ
ン
を
主
食
と
す
る
フ
ラ
ン

ス
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
由

で
伝
わ
っ
た
か
ら
と
い
う
説

が
有
力
。
か
つ
て
ロ
シ
ア
帝

国
の
貴
族
が
フ
ラ
ン
ス
の
料

理
人
を
雇
う
こ
と
が
多
く
、

彼
ら
は
ロ
シ
ア
か
ら
大
き
な

影
響
を
受
け
た
。
ガ
ル
ブ
ツ

ィ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
料
理

は
モ
チ
ロ
ン
、
「
ロ
シ
ア
式

サ
ー
ビ
ス
」
も
そ
う
だ
。

　
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
料
理
は
豪

華
さ
を
演
出
す
る
た
め
、
テ

ー
ブ
ル
を
埋
め
尽
く
す
よ
う

に
た
く
さ
ん
の
料
理
を
一
度

に
並
べ
て
い
た
。
一
方
、
ロ

シ
ア
の
宮
廷
料
理
は
、
極
寒

の
地
ゆ
え
料
理
が
す
ぐ
に
冷

め
て
し
ま
う
た
め
、
１
品
ず

つ
提
供
す
る
ス
タ
イ
ル
。
こ

れ
を
フ
ラ
ン
ス
の
料
理
人
が


世
紀
に
入
っ
て
か
ら
母
国

で
広
め
た
の
だ
そ
う
。

　
話
を
戻
そ
う
。
ロ
シ
ア
料

理
の
ガ
ル
ブ
ツ
ィ
ー
が
、
日

本
の
洋
食
と
し
て
確
立
し
て

い
く
過
程
で
「
ロ
ー
ル
キ
ャ

ベ
ツ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
コ
レ
は
和
製
英

語
で
、
英
語
圏
で
は
キ
ャ
ベ

ツ
ロ
ー
ル
だ
。
同
店
が
こ
の

名
称
に
こ
だ
わ
る
に
は
理
由

が
あ
る
。

　
同
店
の
店
名
「
マ
ノ
ス
」

は
、
先
代
が
修
業
し
た
ロ
シ

ア
料
理
店
「
赤
坂
マ
ノ
ス
」

の
創
設
者
チ
ャ
ー
リ
ー
・
マ

ノ
ス
氏
の
名
前
が
由
来
。
赤

坂
で
は
英
語
圏
同
様
、
キ
ャ

ベ
ツ
ロ
ー
ル
と
呼
ん
で
い
た

の
で
、
独
立
開
業
後
も
そ
れ

を
受
け
継
い
で
い
る
と
い

う
。

　
浅
草
に
は
ロ
シ
ア
料
理
の

店
が
多
く
、
い
ず
れ
も
キ
ャ

ベ
ツ
ロ
ー
ル
を
名
物
料
理
と

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
マ
ノ

ス
の
流
れ
を
く
ん
で
い
る
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
同
店
に
は
口
福
な
お
料
理

が
ま
だ
ま
だ
い
っ
ぱ
い
♪
　

筆
者
の
大
好
物
も
！
　

　
次
号
に
続
く
！

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

　
毎
年
、
こ
の
時
期
に
は
１
年

の
振
り
返
り
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
い
う
二
つ
に
集
約
さ
れ

る
年
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
発
祥
か
ら
１
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に

終
息
の
気
配
は
な
く
、
来
年
に

は
過
去
の
出
来
事
と
し
て
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま

な
い
。

　
観
光
業
界
に
と
っ
て
は
激
動

の
年
と
な
っ
た
が
、
改
め
て
振

り
返
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

４
月
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ

り
、
宿
泊
施
設
は
休
館
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
対
前
年
比
で
売
り

上
げ
は

％
以
上
の
ダ
ウ
ン
と

な
っ
た
。
５
月
後
半
に
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
と
な
り
、
観
光

へ
の
支
援
策
と
し
て
各
自
治
体

を
中
心
に
域
内
観
光
の
促
進
が

盛
ん
に
行
わ
れ
た
結
果
、
レ
ジ

ャ
ー
需
要
は
比
較
的
早
く
回
復

基
調
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。

一
方
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
は
、
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
の
推
奨
も
あ
り
、

非
常
に
低
調
な
需
要
で
推
移
を

し
て
い
っ
た
。

　
夏
を
迎
え
て
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
始
さ
れ
る
も

の
の
、
「
東
京
外
し
」
や
「
夏

休
み
の
短
縮
」
な
ど
の
要
因
も

あ
り
、
前
年
を
超
え
る
に
は
至

ら
な
い
厳
し
い
夏
と
な
っ
た
。

９
月
に
か
け
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
者
が
ピ
ー
ク
ア

ウ
ト
し
、
「
東
京
解
除
」
「
地

域
共
通
ク
ー
ポ
ン
の
発
行
」
と

弾
み
が
つ
く
施
策
が
続
き
、


月
、

月
と
レ
ジ
ャ
ー
需
要
は

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
そ
の
よ
う

な
中
で
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
は

到
底
昨
年
に
は
及
ば
ず
、
厳
し

い
時
期
が
続
い
て
い
た
。
Ｇ
ｏ

　
Ｔ
ｏ
バ
ブ
ル
の
勢
い
そ
の
ま

ま
に
年
末
年
始
へ
と
い
う
矢
先

に
第
３
波
が
到
来
し
、
年
末
年

始
に
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
が
一
時
停
止

と
な
り
、
レ
ジ
ャ
ー
も
ビ
ジ
ネ

ス
も
一
気
に
冷
え
込
ん
だ
と
い

う
の
が
、
現
時
点
ま
で
の
大
ま

か
な
流
れ
で
あ
ろ
う
か
と
思

う
。

　
今
後
の
見
通
し
は
Ｇ
ｏ
　
Ｔ

ｏ
の
一
時
停
止
の
解
除
の
タ
イ

ミ
ン
グ
と
対
象
エ
リ
ア
に
よ
る

か
と
は
思
う
が
、
年
明
け
の
政

府
の
発
表
に
注
目
を
し
て
お
き

た
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
と
Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
強

い
衝
撃
に
よ
り
、
宿
泊
業
界
全

体
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

次
号
で
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
に
向
け

て
の
予
想
や
不
可
避
で
起
き
る

で
あ
ろ
う
事
項
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
き
た
い
。

（
ア
ビ
リ
ブ
・
プ
ラ
イ
ム
コ
ン

セ
プ
ト
取
締
役
　
内
藤
英
賢
）

　
　
　
　
　
　
　
＝
隔
週
連
載

（２１） 第３０６３号第３種郵便物認可２０２１年（令和３年）１月５日（火曜日）

平井知事のパネルを挟んでカニの魅力をＰＲ
する蟹バレルーヤ

　
日
本
ユ
ニ
シ
ス
は
、
近
畿

運
輸
局
、
和
歌
山
県
か
ら

「
高
野
山
デ
ジ
タ
ル
パ
ス
実

証
事
業
」
を
業
務
受
託
。
高

野
山
内
の
公
共
交
通
機
関
や

観
光
施
設
な
ど
の
チ
ケ
ッ
ト

の
決
済
、
発
行
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
一
つ
で
可
能
と
な
る

「
高
野
山
デ
ジ
タ
ル
パ
ス
」

の
サ
ー
ビ
ス
を
１
月
８
日
か

ら
開
始
す
る
。

　
世
界
遺
産
登
録
後
、
高
野

山
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、
日

本
は
も
と
よ
り
世
界
中
か
ら

１
７
０
万
人
を
超
え
、
駅
な

ど
の
交
通
拠
点
か
ら
観
光
施

設
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
ま
で
の
二
次
交
通
の
利
便

性
の
向
上
や
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
の
観
光
需
要
へ
の
対

応
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
高
野
山
デ
ジ
タ
ル
パ
ス

は
、
バ
ス
１
日
フ
リ
ー
乗
車

券
、
付
帯
す
る
飲
食
店
な
ど

の
割
引
ク
ー
ポ
ン
、
諸
堂
共

通
内
拝
券
、
霊
宝
館
入
場
券

を
専
用
ア
プ
リ
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
な
ど
の
手
間
な
く

ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
経
由
で
購

入
可
能
。
チ
ケ
ッ
ト
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
り
、
旅
行
者
は

販
売
所
を
介
す
る
こ
と
な
く

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
で
き
、
ス
ト
レ
ス

フ
リ
ー
な
旅
が
楽
し
め
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
パ
ス
の
仕
組
み

に
同
社
の
旅
行
商
材
流
通
サ

ー
ビ
ス
基
盤「
Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｒ
　

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｓ
」
が
採
用
さ
れ

て
い
る
。
実
証
期
間
は
３
月


日
ま
で
。

　
新
し
い
切
り
口
の
観
光
ガ

イ
ド
教
本
。
既
刊
本
や
現
在

の
ガ
イ
ド
講
習
で
は
、
観
光

ガ
イ
ド
と
い
う
と
と
か
く

「
何
を
説
明
す
べ
き
か
」ば
か

り
を
教
え
て
き
た
。
学
ぶ
側

も
、
歴
史
文
化
な
ど
を
ど
の

よ
う
な
表
現
で
説
明
す
れ
ば

よ
い
か
を
気
に
し
て
い
る
。

本
書
は
、「
お
客
様
に
満
足
し

て
い
た
だ
く
に
は
、
難
し
い

話
よ
り
も
む
し
ろ
楽
し
い
話

し
方
や
、
も
て
な
し
の
配
慮

の
方
が
大
切
な
の
だ
」
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
仕
事
を
や

っ
て
み
た
い
方
、あ
る
い
は
、

も
う
す
で
に
お
仕
事
を
な
さ

っ
て
い
る
方
、そ
の
中
で
も
、

今
ひ
と
つ
お
客
様
が
満
足
な

さ
っ
て
い
る
か
自
信
が
な
い

方
な
ど
に
は
ぜ
ひ
と
も
本
書

を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
優
れ
た
ガ
イ
ド

が
増
え
る
こ
と
は
観
光
地
の

魅
力
が
向
上
す
る
こ
と
で

す
。
す
ば
ら
し
い
ガ
イ
ド
さ

ん
が
増
え
て
、
そ
の
結
果
、

旅
行
者
が
増
え
、
観
光
に
よ

る
地
域
活
性
化
が
さ
ら
に
強

化
さ
れ
る
と
よ
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
（
「
は
じ
め
に
」

よ
り
抜
粋
）
。

　
著
者
の
渡
辺
康
洋
氏
は
桜

美
林
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
群
教
授
。
近
畿
日

本
ツ
ー
リ
ス
ト
勤
務
の
時
代

は
、
添
乗
員
、
観
光
ガ
イ
ド

と
し
て
世
界
を
巡
っ
た
。
全

国
通
訳
案
内
士
（
英
語
）
、

総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理

者
。
日
本
青
少
年
海
外
研
修

研
究
会
会
長
。

　
価
格
は
１
６
０
０
円
（
税

別
）
。
２
０
２
㌻
。
２
０
２

０
年

月

日
発
行
。
問
い

合
わ
せ
先
は
、
桜
美
林
大
学

出
版
会
☎
０
３（
３
２
６
４
）

５
２
５
４
。

　
鳥
取
県
（
蟹か

に

取
県
）
は


月

日
、
「
と
っ
と
り
松
葉

が
に
」
な
ど
食
の
魅
力
を
伝

え
る
イ
ベ
ン
ト
「
豊
漁
感
謝

祭
～
蟹
取
県
の
カ
ニ
食
べ
て

み
ん
な
蟹
バ
レ
！
～
」
を
開

い
た
。
吉
本
興
業
所
属
の
芸

人
、
ガ
ン
バ
レ
ル
ー
ヤ
が
蟹

取
県
Ｐ
Ｒ
大
使
「
蟹
バ
レ
ル

ー
ヤ
」
と
し
て
登
壇
し
、
カ

ニ
の
ク
ッ
キ
ン
グ
動
画
や
通

販
の
新
企
画
を
発
表
す
る
な

ど
、
県
の
カ
ニ
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
冒
頭
、
鳥

取
県
東
京
本
部
の
谷
長
正
彦

本
部
長
が
「
冷
め
て
も
お
い

し
い
『
星
空
米
』
、
品
評
会

で
肉
質
日
本
一
と
な
っ
た

『
鳥
取
和
牛
』
な
ど
、
県
内

に
は
多
く
の
特
産
品
が
あ

る
。
冬
は
な
ん
と
い
っ
て
も

カ
ニ
。
水
揚
げ
量
は
北
海
道

の
２
倍
で
日
本
一
、
消
費
量

は
東
京

区
内
の

倍
で
こ

ち
ら
も
日
本
一
。
今
年
は
来

県
だ
け
で
な
く
、
自
宅
に
カ

ニ
を
取
り
寄
せ
て
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
頑

張
る
人
た
ち
に
向
け
て
は

「
蟹
取
県
の
カ
ニ
を
静
カ
ニ

食
べ
て
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な

い
よ
う
に
カ
ニ
バ
レ
」
と
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。

　
蟹
取
県
Ｐ
Ｒ
大
使
と
し
て

登
壇
し
た
蟹
バ
レ
ル
ー
ヤ
の

２
人
は
、
２
月

日
ま
で
実

施
し
て
い
る
「
蟹
取
県
ウ
ェ

ル
カ
ニ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
を

発
表
。
２
人
が
参
加
す
る
カ

ニ
料
理
動
画
を
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
ツ
イ
ー
ト
す
る
と
抽
選
で


人
に
カ
ニ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
る
「
蟹
取
県
ク
ッ
キ
ン

グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
や
、
鳥
取

県
の
カ
ニ
な
ど
を
通
販
で
購

入
す
る
と
抽
選
で

人
に
カ

ニ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る

「
ウ
ェ
ブ
カ
ニ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
紹
介
し
た
。

　
蟹
バ
レ
ル
ー
ヤ
の
ま
ひ
る

さ
ん（
鳥
取
県
大
山
町
出
身
）

は
、
「
世
界
一
お
い
し
い
鳥

取
の
カ
ニ
で
、
皆
さ
ん
の
心

を
カ
ニ
ば
さ
み
し
た
い
」
と

Ｐ
Ｒ
。
蟹
バ
レ
ル
ー
ヤ
の
よ

し
こ
さ
ん
は
、
「
動
画
で
は


種
類
の
カ
ニ
料
理
を
紹
介

し
て
い
る
。
家
で
動
画
を
見

て
楽
し
く
過
ご
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

　
動
画
で
登
場
し
た
鳥
取
県

の
平
井
伸
治
知
事
は
「
味
は

日
本
一
で
、
県
民
は
年
間
２

㌔
の
カ
ニ
を
食
べ
て
い
る
。

お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参

加
し
、
ぜ
ひ
お
い
し
い
カ
ニ

を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
今
は

コ
ロ
ナ
で
大
変
だ
が
、
日
本

カ
ニ
バ
レ
、ウ
ェ
ル
カ
ニ
―
」

と
話
し
た
。

　
ウ
ェ
ル
カ
ニ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
、
期
間
中
に
対
象
の

宿
泊
施
設
に
泊
ま
る
と
鳥
取

の
旬
の
カ
ニ
を
抽
選
で
毎
月

１
０
０
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る「
泊
ま
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

も
実
施
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
証
憑

し
ょ
う
ひ
ょ
う

書
類

の
電
子
保
存
化
、
関
連
業
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
と
法
人
顧
客

と
の
電
子
契
約
を
４
月
か
ら

開
始
す
る
。
こ
れ
ま
で
紙
保

管
を
行
っ
て
い
た
年
間
約
５

７
０
万
枚
以
上
の
証
憑
書
類

の
電
子
保
存
化
を
実
現
し
、

環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る

と
と
も
に
、
年
間
約
７
億
円

以
上
の
営
業
経
費
削
減
に
取

り
組
む
。

　
電
子
帳
簿
保
存
法
で
の
国

税
関
係
書
類
の
電
子
保
存
要

件
を
満
た
す
証
憑
取
込
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
を
独
自
に
開
発
、

構
築
し
、
既
存
ワ
ー
ク
フ
ロ

ー
シ
ス
テ
ム
と
連
携
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
証
憑
書
類
を

電
子
的
に
保
存
す
る
。
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
業
務
や
保
管
作
業

な
ど
の
関
連
業
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
、
間
接
業
務
の
削
減

な
ど
に
よ
る
業
務
効
率
化
の

促
進
と
保
管
ス
ペ
ー
ス
な
ど

の
経
費
削
減
に
よ
り
、
営
業

経
費
の
削
減
を
図
る
。

　
添
乗
業
務
に
従
事
す
る
社

員
約
５
千
人
に
対
し
て
は
、

煩
雑
な
領
収
証
の
処
理
業
務

な
ど
の
効
率
化
を
進
め
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
提

供
す
る
経
費
精
算
シ
ス
テ
ム

「
Ｊ

ｓ
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
　
Ｎ
Ｅ

Ｏ
」
を
活
用
し
て
、
一
般
経

費
、
交
通
費
、
出
張
旅
費
に

関
す
る
証
憑
書
類
の
電
子
保

存
化
も
併
せ
て
実
現
し
、
業

務
効
率
化
も
推
進
す
る
。

　
現
在
、
多
く
の
企
業
で
進

め
て
い
る
電
子
契
約
、
電
子

署
名
を
開
始
。
顧
客
の
契
約

実
態
に
応
じ
て
、
①
電
子
契

約
（
電
子
サ
イ
ン
）
②
電
子

取
引
（
メ
ー
ル
）
③
書
面
契

約
の
３
種
類
の
契
約
方
法
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
各
手
法

の
一
元
的
な
営
業
管
理
、
文

書
管
理
を
実
現
す
る
、
証
憑

書
類
電
子
保
存
化
シ
ス
テ
ム

と
連
動
し
た
業
務
フ
ロ
ー
を

構
築
。
年
間
約
７
万
件
以
上

の
電
子
契
約
、
電
子
署
名
へ

の
移
行
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
電
子
契
約
、
電
子
署
名

も
今
後
順
次
拡
大
し
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
業
界
で
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な

社
会
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の
貢

献
を
果
た
し
て
い
く
。

　
日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ

Ｆ
）佐
賀
支
部
は

月

日
、

嬉
野
温
泉
観
光
協
会
と
連
携

し
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
が
運
用
す
る

「
ド
ラ
イ
ブ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
」
の
シ
ス
テ
ム
を
使
い
、

嬉
野
市
と
近
隣
の
観
光
地
を

周
遊
す
る
「
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
　

嬉
野
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
開
始
し
た
。
観
光

協
定
を
締
結
し
て
い
る
嬉
野

市
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
促
進
と
地
域
の
発
展
が

目
的
。
２
月

日
ま
で
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
へ
の
参

加
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

無
料
の
ユ
ー
ザ
ー
登
録
を
す

る
だ
け
。
ス
タ
ン
プ
の
押
印

は
、
ス
ポ
ッ
ト
に
設
置
さ
れ

た
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
こ
と
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
専
用
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー

ジ
上
に
表
示
す
る
。

　
ス
タ
ン
プ
の
ス
ポ
ッ
ト
で

は
、
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
人

に
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
し
、
そ

の
ク
ー
ポ
ン
を
提
示
す
る
こ

と
で
参
加
賞
（
粗
品
）
を
進

呈
す
る
。

　
ま
た
、
嬉
野
市
の

の
対

象
宿
泊
施
設
に
宿
泊
し
た
人

は
、
そ
の
宿
泊
施
設
の
ス
タ

ン
プ
一
つ
と

カ
所
の
ス
ポ

ッ
ト
の
ス
タ
ン
プ
を
必
要
数

集
め
る
と
佐
賀
牛
や
旅
館
利

用
券
な
ど
豪
華
賞
品
が
当
た

る
懸
賞
に
応
募
で
き
る
。
総

勢
２
４
２
人
に
総
額
１
５
０

万
円
相
当
の
賞
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
。

　
ク
リ
ッ
プ
ス
（
新
潟
県
新

潟
市
）
は

月

日
、
同
社

が
提
供
し
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド

型
サ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

「
ね
っ
ぱ
ん
！
＋
＋
」
と
、

ネ
オ
マ
ウ
ン
ト
が
開
発
す
る

フ
ロ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
「
Ｒ
ｏ

ｏ
ｍ

ｓ
　
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
」

と
の
連
携
を
開
始
し
た
。

　
ね
っ
ぱ
ん
！
＋
＋
は
、
複

数
の
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
の
在

庫
・
料
金
・
予
約
情
報
を
一

括
管
理
で
き
る
業
界
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
の
ク
ラ
ウ
ド
型
サ
イ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
。
宿
泊

施
設
が
各
サ
イ
ト
の
管
理
画

面
を
開
い
て
部
屋
と
料
金
の

登
録
に
か
け
て
い
る
労
力
を

軽
減
で
き
る
。

　
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ

ｓ
　
Ｃ
ｌ
ｏ

ｕ
ｄ
は
、
宿
泊
予
約
や
チ
ェ

ッ
ク
ア
ウ
ト
、
顧
客
管
理
ま

で
一
元
管
理
で
き
る
フ
ロ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
。
日
本
一
早
い

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
実
現
し

た
い
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か

ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｐ
Ｏ
Ｓ
の

よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
画

面
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
シ
ス
テ
ム
連
携
に

よ
っ
て
、
宿
泊
予
約
サ
イ
ト

か
ら
の
予
約
情
報
を
シ
ー
ム

レ
ス
に
管
理
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
フ
ロ
ン
ト
業
務
の
負

担
が
軽
減
す
る
の
で
、
集
客

の
た
め
の
プ
ラ
ン
作
成
や
接

客
サ
ー
ビ
ス
の
時
間
を
増
や

す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。




